
平成 22 年度「環境戦略保全講座（持続可能な開発のための教育分野）」【実施報告】 

持続可能な地域づくり／ESD実践者のためのＥＳＤ的アプローチ実践講座 

～「伝える技術」「調べる技術」「引き出す技術」を高めよう～ 
 

 

①講座の目的・趣旨 
ESD 的アプローチとは、参加者（＝市民）の主体性や問題意識を引き出し、社会に参画する

力を育むアプローチのこと。参加者のみなさんが行っている持続可能な社会づくり・地域づく

り（＝SD）の取り組みに、ESD（Education for Sustainable Development）が大切にしている

学びの方法（＝E：Education）を取り入れるヒントやノウハウを得ていただくことを目指し、

本講座を開催しました。  

 

②プログラムの概要 
日 時：2010 年 12 月 11 日（土）～12 日（日）（１泊２日） 

会 場：リコー東松山研修センター 

参加者：持続可能な社会づくり・地域づくりに取り組むＮＰＯ/ＮＧＯ等 18 名 

講 師：川嶋直さん（財団法人キープ協会 環境教育事業部シニアアドバイザー） 

嵯峨創平さん（NPO 法人環境文化のための対話研究所（IDEC）代表・事務局長） 

青木将幸さん（青木将幸ファシリテーター事務所主宰） 

大島順子（ESD-J 理事／琉球大学准教授、NPO 法人国頭ツーリズム協会顧問） 

 

③実施概要 
 

＜１日目＞ 

◆オリエンテーション 

自己紹介の進行は川嶋さん。落ち葉がふかふかする広場で「デートゲーム」をしました。まずは

5 人とデートの予約を取って、デートスタート。話題は、好きな場所・講座で持ち帰りたいもの、

今の気持ちです。自己紹介を兼ねたデートはみなさん盛り上がりました。 

◆セッション１：講義「持続可能な社会づくりと教育・コミュニケーション」 

大島さんから、ESD の 10 年、ESD、持続可能な開発などについてご紹介。沖縄の国頭村で、村の

人たちが地域が抱える問題に気づき、取り組んでいくようになるきっかけとして行った講座のお話

をうかがいました。最初はできるだけ世代の違う人、異なる字（あざ）の人と一緒に地域の歴史や

風習を聞き取り調査。そして村の歴史を学びなおし、地域の手づくりガイドブックを作成、ガイド

養成にも取り組まれたそうです。いい地域になる条件は、生活と文化を大切にできる価値観を持ち、

暮らしを楽しむことができること。地域の人が主体的に地域に関われるよう、力を引き出すことが

ESD だと、大島さんは熱く語りました。 

◆セッション 2：講師紹介と 3つのスキル 

翌日のスキルアップ・トレーニングの予告を兼ねて、3 名の講師から「伝える技術」(川嶋直さ

ん）・「調べる技術」(嵯峨創平さん）・「引き出す技術」(青木将幸さん）のさわりをお話しいただき

ました。 

◆セッション３：何が変化を生み出すのか？ －ESD×自分史づくり 

社会に変化を生み出したい、持続可能な社会をつくりたい、そんな思いで活動している自分自身

や組織を少し見つめ直し、価値観や役割を再確認する時間を持ちました。3 人一組で自分史を語り

合う「グループインタビュー」方式。嵯峨さんの進行で進めました。 

◆セッション４：みんなでつくるミーティング法（ＭＭ法） 

夕食を挟んだ後は、青木さんにバトンタッチ。やりたいことを確認できた次のステップとして、

各自の課題について、互い相談に乗りあう時間をもちました。 

 

＜２日目＞ 

朝は 7 時から屋外で参加者プレゼンツの早朝プログラム。丸太の上に参加者が一列に並び、丸太

から落ちないように並び順を変えます。はじめは声を出して、次は声を出さずにジェスチャーで。

チームワークを湧き立たせるすばらしいメニューでした。 

朝食後のスキルアップ・トレーニングでは、各参加者が「伝える技術」・「調べる技術」・「引き出

す技術」の中から２つのテーマを選んで参加しました。 

 



★伝える技術（川嶋さん） 

①ＫＰ（紙芝居プレゼンテーション）法でプレゼンテーション： 

「環境教育がなぜ必要か」、「環境問題解決のための 3つの方法」など 

②ＫＰ法のミニ講座 

  ＫＰの作り方、なぜＫＰなのか？ ＫＰの技術、ＫＰの弱点 

③一人ひとりがＫＰを作成、プレゼンテーション、全員からフィードバック 

 

★調べる技術（嵯峨さん） 

①調べる技術の紹介～文献紹介を中心に 

宮元常一「世の中をみる十か条」、吉本哲郎「地元学をはじめよう」、塩野米松「森の聞き書き

甲子園」、木下勇「三世代遊び場マップ」、杉並区都市計画課「知る区ロード」、宮内泰介「自分で

調べる技術」、日本自然保護協会「人と自然のふれあい調査はんどぶっく」など 

②聞き書き演習～相手との関わりづくり 

2 人 1 組でインタビュー演習。１人の人がロールプレイである職業になりきり、インタビュー

を受けます。インタビュアーはまず、その職業について 10 の質問を考えます。 

③｢調査の経験｣を語る～調べる技術の共有化  

 2 人 1 組となり、これまで行った調査の経験をインタビューし合います。お互いに作成したメ

モは事務局でコピーし、参加者全員で共有しました。 

 

★引き出す技術（青木さん） 

①自己紹介 

②参加者が「引き出すこと」の深めたいポイントを、みんなで共有し、それをみんなで話し合う 

③ファシリテーターはみんなの発言をホワイトボードに書きだしながら進行（ファシリテーショ

ン・グラフィック） 

 

◆セッション５：ふりかえりタイム 

 ２日間の過ごした内容を思い起こし、30 分間一人の時間を過ごしました。最後に輪になって、そ

れぞれが 30 分で考えたことをひとことずつ話しました。悩んでいたことの一つの答えが見つかっ

た、自分が好きな仕事をしていたことに気がついた、ESD は実は身近だった、子どもや青年に聞き

書き調査をさせてみたい、など、前向きな声をたくさん聞くことができ、みんな元気を持ち帰りま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう少し詳しい内容を知りたい方は、ESD-Jのウェブサイトにお越しください。 

http://www.esd-j.org/j/event/pc/index.php?target=&t=item&cmd=view&pno=5&id=216&month=-1 

 

↑「デートゲーム」 ↑「ＫＰ(紙芝居ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ)法」 

↑「調べる技術」の様子 
↑「ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ・ｸﾞﾗﾌｨｯｸ」 


